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【会長挨拶】 

会長就任の挨拶 

 
日本技術史教育学会会長          
 吉田 喜一（都立産業技術高専名誉教授） 

 

この度図らずも新会長を拝命した吉田喜一です。よ

ろしくお願いいたします。現在､本学会会員は100人を

少し切っています。今年の大会は11月6日(土)松江高

専主管で､ｵﾝﾗｲﾝ講演会が持たれます。是非この大

会までに3桁の会員にして迎えたいと思います。会員

諸氏のご協力･ご支援をいただければ幸いです。 

高専学生時代は相当武谷技術論にかぶれていま

した。『弁証法の諸問題』は私のﾊﾞｲﾌﾞﾙでした。｢技術

とは人間実践(生産的実践)における客観的法則性の

意識的適用である｣という規定は当時の私には実感的

にぴたりでした。卒研ﾃｰﾏは『研削加工精度の向上』

でした。角ﾃｰﾌﾞﾙ形平面研削盤で加工すると､中央が

沢山削れる､いわゆる中凹形状になります。加工条件

を変えどう精度が変化するか実験を重ねました。 

第1の原因は『ﾜｰｸﾃｰﾌﾞﾙの浮き上がり』でした。ﾃｰ

ﾌﾞﾙと案内面間の油膜潤滑作用で､ﾃｰﾌﾞﾙが工作物中

央部で沢山削れるように動き､中凹形状になることを証

明しました。第2の原因は『熱変形』でした。研削温度

は数百℃で､いわばｽﾙﾒｲｶのように､工作物が反った

状態で削るので中凹になります。第1はﾚｲﾉﾙｽﾞの流体

潤滑方程式､第2はｼﾞｬｶﾞｰの移動熱源の方程式を解く

ことになります。実験値と理論解を比べ､加工精度を阻

害する原因を探し､それを除去,抑制する研究は大変

やりがいがあり､高専学生が加工精度向上=技術進歩

に貢献できていると感じ胸躍る日々でした。研削加工

という生産実践に客観的法則性(流体潤滑理論,移動

熱源の熱変形解析)を適用し､より高い技術を目指す

研究は､武谷技術論を実践していると思っていました。 

高専の助手として戻って更に工作機械の研究･教

育をするようになって､この規定では客観的法則性=科

学発生以降のことで､人類出現以来の技術史全体を

捉えられないとの認識に至りました。 猿の前足を手に

して､直立2足歩行を開始し人類が生まれました。その

手が道具を作り労働対象に働きかけ､必要なものを作

り出しました。その道具が進化発展したものが機械で､

更に自動機械になりｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰと結びつきｵｰﾄﾒｰｼｮﾝ、

ﾛﾎﾞｯﾄに発展します。この人間と労働対象の間に挟ま

る､道具からﾛﾎﾞｯﾄに至る諸物とその複合体､を経済学

では労働手段と称しています。この労働手段の体系

(ｼｽﾃﾑ)こそ技術であるとの認識に到達しました。 

それでは技術はどのように発展するのか。社会的な

要請が無ければ技術は発展しません。しかし社会的

要請によって､自動的に技術が発展するわけではあり

ません。石谷清幹が論考した技術の内的発達法則に

規定されます。技術=労働手段の体系中の動力と制

御の矛盾、機能と構造の矛盾です。この対立物の統

一と量から質への転化が技術発展の原動力です。5

年生と専攻科生に『科学技術史』の授業を受け持ちま

した。加工精度の歴史､動力の変遷、ｽﾋﾟｰﾄﾞの増加等､

高専学生が研究しているﾃｰﾏに沿って､授業の中で

発表してもらいました。自分が研究しているﾃｰﾏの内

的発達法則を探求し､自分の研究が技術史のどこに

位置しているか､今自分はどこにいるのか､未来はどう

なると予測できるか､楽しく厳しい『過去から未来を訪

ねる』発表をしてもらいました。 

高専・大学の非常勤講師も定年でﾘﾀｲﾔしま

した。実験をできる環境がなくなりました、

技術史・技術論の研究は皆様とともに更に続

けたいと思っています。 

Kiyoko
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ニュースレターは、会員になります
と全ページご覧になれます。
会員はログインしてご覧ください。



















 


